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論 文 の 内 容 の 要 旨

凡βaガロ皿属菌は植物病原菌として著名であるが､従来の研究の多くは､この内白色系と呼ばれ

る一群に対するものが中心であった｡本論文は､従来研究の少なかった赤色系と称される一群に焦

点をあて､実験法の改良と､これらによって引き起こされる各種病害を調査したものである｡

*実験法の改良

赤色系凡慮血属菌を扱う際の支障となっている､実験法の困難さを克服することを目的に､

幾つかの実験法について改良を行った｡

同定を目的とした凡ぶき血属菌の均一な大型分生胞子､子嚢殻を形成させるための

CLA(Carnationleaf agar)培養法を改良する目的で､葉片の滅菌処理法､カーネーションの品

種及び菓令が､本法に与える影響について検討した.菓の滅菌処理法としては､65-70℃で2

時間乾燥させた後､塩化ベンザルコニウム1%掛こ10分間浸漬する方法か98%クロロホルムに

10分間浸演する方法が優れていた.供試カーネーションの品種間では､大型分生胞子及び子嚢殻

の形成状態に差は見られなかった.菓令については､大型分生胞子形成には差はなかったが､子

嚢殻形成は､若葉でやや劣った･次にCLA培養でG伽椚肋 ヱede(不完全時代凡打朗吟鱒椚仰)の

子のう殻と胞子を形成させる際の条件について検討した結果､菓が十分に乾燥していること及び

培養中に通気の必要なことが明らかとなった｡

簡易な分生胞子形成法として､事務用紙片を用いた方法が幾つかの菌株に有効であった｡

尺伊Ⅷ〝加edr仰の土壌中からの選択分離のため､駒田培地を改変し､FG用培地とした｡その組

成は､水1L､K2HPOl■1g､KCL500mg､晦SOl･7H20500mg､Fe-EDTAlOmg､D(+)キシロース20g､L-

グルタミン酸ナトリウム2g､オックスゴール500mg､Na2B407･10H201g､タロラムフェ干コー

ル250mg､ストレプトマイシン300mg､トリアジン(50%水和剤)1g､PCNB(75%水和剤)

200mg､寒天粉末15gである｡pHはNaOHを用い10.0～10.5に調整した｡本培地上で､

凡打劇痛肌椚澗は菌糸伸長､気中菌糸の生育ともに良好で､コロニーは鮮紅色を呈する｡一方､

タe〝ねf他所Sp.､升fdαお珊αSp.､J的た甲∽Sp.は生育が非常に緩慢かまたは生育出来なかった｡さ

-146-



らに､他の凡∫お飯沼属菌との識別も､尺ぐ〟肋or〟椚を除いて容易であった｡

大型分生胞子を大量に形成させることが出来るオートミール培地(OMA)で尺
卯那加αr〝椚を培

養する際に最適なオートミール量は1L当たり40gであった｡また､SuCrOSeの有無と胞子形成量

とは無関係であった｡

*赤色系凡∬血所属菌による各種植物病害

上記で述べた実験鋲を基に種々の植物病害について試験を行った｡

･戊肋施用此=犯掴(血β摺皿血朗∫び皿)による病害

カーネーション立枯病菌について､1985年､静岡県伊豆地方の栽培ほ場で病斑上に子のう菌の

発生を認めた｡本菌は､培養的性状､形態的特徴およびカーネーションへの病原性より､完全時

代α冴∂e(不完全時代月卵皿血朗r打皿)と同定された｡次にカーネーション立枯病の発生生態

に関する試験を行い以下の結果を得た｡

1･発生は`秋切り'栽培の方が､`冬･春切り'栽培よりも多かった｡いずれの栽培でも､

6月-7月(定植1ケ月以内)の小ピーク時の｢苗腐れ症状｣と9-11月の大ピーク時の

｢枝枯れ症状｣が見られた｡気温との関係セは､17-27℃の時に多かった｡

2.第1次伝染源として､保菌さし芽のほ場への持ち込みと栽培ほ場周辺のカーネーション

残さ上に形成された病原菌の胞子が重要である･と考えられた｡

3.ムギ類赤カビ病菌と､カーネーション立枯病菌は､いずれもムギ､カーネーション双方

へ病原性を示した｡したがって､さし芽の保菌の原因は､さし芽室と育苗室周辺のムギ畑

から飛散してくるムギ類赤カビ病菌が主因であると推定された｡

4.第2次伝染渡としては､病疫上の大型分生胞子塊が重要と考えられた｡これに対し､土
壌表面にある植物残さ上の菌密度は低く､伝染源としての重要性は低いと推察された｡

5.品種別に発痛程度を検討したところ､病斑形成の速さに差はなかったが､発病程度には

大きな差が見られた｡伊豆地域で栽培の最も多いソデは中程度の発病であった｡立枯

病の発病程度と､妻ちょう病抵抗性､花色､花のタイプとの間に関連は見られなかった｡

6･防除薬剤ではキャブタン水和剤(帥0倍)とベノミル水和剤(2,000倍)の効果が高かりた｡

メロン褐色腐敗病について､原因菌の1つがαgeae(属卵皿血e訂〃皿)であることを明らか

にした｡メロン果実の高さと発病との関係を調査したところ､地表から果実までの距離が25cm

以下の場合に､発病が多かった｡空気中の蝕α血所属菌胞子の捕捉を試みたところ､地表から離

れるにしたがって､胞子数は減少した｡

夜間､選択培地入りシャーレをほ場に設置し､胞子捕捉を行うことで､本菌の子のう胞子飛散

条件を検討した｡その結果､柑時～翌朝8暗までの間で､気温15℃以上､相対湿度80%以上の

条件を同時に満たす時間が1時間以上ある場合に子のう胞子飛散の可能性が高いことが明らかと

なった｡胞子量については､温湿度との間に高い相関を静めることが出来なかった｡

本菌の生活環を調査した｡その結果､ムギでなくともイネ科植物であれば､周年的もしくは長

期的年生存が植物体上で可能なことが示唆された｡特に枯死残撞は好適な越冬場所であった｡イ

ネ科以外ではマメ科植物(クローバー､ダイズ)がイネ科植物と同程度ではないにしても比較的

好適な越冬場所であった｡さらに､イネ科･マメ科以外でも､枯死植物は本菌の短期的生存を可

能にしているが､確実に越冬していると言えるレベルではなかった｡

･α朗虞e(属卵皿血m)以外の赤色系助川血椚属菌による病害

2002年2月に静岡県内のカーネーション栽培地で発生した苗腐れ症状について､病原菌の分離

と同定を行った｡症状は原病徴および接種試験の結果から､カーネーション立枯病の症状と診断

された｡病原菌は､PDA､FG､･CLA各培地上での性状から､Favenaceumと同定された｡本菌に

よるカーネーション立枯病の日本における発生の報告はこれが初めてである｡なお､分離菌の病



原性は､本病の原因菌として一般的なG.ヱede(尺g和椚加"r〟椚)に比して弱かった｡

1993年海外より導入したアテモヤに枝枯れ症状が発生したので原因究明を行い､病原菌を尺

ゐce椚Ce肋Jαeと同定するとともに新病害｢アテモヤ枝枯病(新称)｣として報告した｡

伊豆のカーネーション栽培陶瘍で､収穫期に柱頭付近から花弁にかけて腐敗する症状が発生し

た｡病原菌の分離･同定を行い｢芽腐病｣であること､病原菌は卑OrOJrf血仰 の班甲揖J珊とされ

ていたが､再同定の結果赤色系フザリウム菌の1種凡舛雌で有ることが明らかとなった｡

2005年に全廃される臭化メチル代替技術の1つとして､従来からある蒸気消毒に常温水の散水

を同時に行うことで､省力かつ効率的に土壌深部の温度を上昇させる散水蒸気消毒法の防除効果

について検討した｡施設内地床の土壌消毒で､蒸気消毒後に1nf当たり50L(毎分約0.5L)の散水を

行うことで､地下深く(30cm)まで効率的に地温を上げることができ､トルコギキョウ茎腐病菌

(尺即錯∂Ce血)等の糸状菌に対しては臭化メチルと同等の防除効果を示した｡

審 査 結 果 の 要 旨

本論文は､植物病原菌として著名な肋血属菌の中で､赤色系と称される一群

について､実験法の改良と､これらによって引き起こされる各種病害を調査したもの

である｡

まず､赤色系菌を扱う際の支障となっている実験法について改良を行った｡第1に

CLA培養法に閲し､菓の滅菌鱒理剤として､塩化ベンザルコニウム1%または98%

クロロホルムが優れていた｡品種･菓令間で大きな差は見られなかった｡第2に､簡

易な分生胞子形成法として､事務用紙片を用いた方法が幾つかの菌株に有効であっ

た｡第3に員♂Ⅶ椚加eα〟椚の検出を目的に選択培地を(FG培地)を作成した｡従来の

駒田培地との主な違いは､糖･アミノ酸を変更､トリアジン水和剤を新規追加､pHを

強アルカリとした点である｡本培地上で､尺卯〝血eαⅦ椚は菌糸伸長､気中菌糸の生育

ともに良好で､コロニーは鮮紅色を呈する｡他の凡∫α血桝属菌との識別は､尺c〟肋or〟椚

を除いて容易であった｡第4にオート竜一ル培地における最適オートミール量を明

らかにし､SuCrOSeが不要なことも明らかにした｡

次に甜ム釘d肋 g朗e(属卵皿血朗rαm)による病害について調査を行った｡第1

にカーネーション立枯病菌について､野外での完全時代の発生を日本で初めて報告した｡

また発生推移を調査し､発病適温と主要な第1次･第2次伝染源､発病の品種間差と有

効薬剤を明らかにした｡メロン褐色腐敗病について､原因菌の1つが α虎βe

(属卵皿血earび皿)であることやメロン果実の高さと発病との間に相関の見られるこ

とを明らかにした｡次に､本菌による最重要病害であるムギ類赤かび病の発生予察を目

的に本病菌の子のう胞子飛散条件を検討した｡その結果､l$時～翌朝8時までの

間で､気温15℃以上､相対湿度帥%以上の条件を同時に満たす時間が1時間以上

ある場合に子のう胞子飛散の可能性が高いことが明らかとなった｡最後に本菌の生

活環を調査し､ムギでなくともイネ科植物であれば､周年的もしくは長期的な生存

が植物体上で可能なこと､特に枯死残薩は好適な越冬場所であること､イネ科以外
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ではマメ科植物(クローバー､ダイズ)がイネ科植物程ではないが比較的好適な越

冬場所であること､イネ科･マメ科以外でも､枯死植物は本菌の短期的生存を可能に

しているが､確実に越冬していると言えるレベルではないことを明らかにした｡

次に､αgeae(β卵皿血e8rU皿)以外の赤色系凡∫Ⅳf〝椚属菌による病害について調

査した｡その結果､第1にカーネーションの苗腐れ症状はFαγe乃αCe〟椚によっても生じ

ること､海外より導入したアテモヤに発生した枝枯れ症状は尺ゐce椚Ce肋ねreが原因で

あること(新病害｢アテモヤ枝枯病(新称)｣として報告)､カーネーションの柱頭～

花弁が腐敗する症状は旦夕0αeでが原因であること､2005年に全廃される臭化メチル代

替技術の1つとして､従来からある蒸気消毒に常温水の散水を同時に行うことで､省

力かつ効率的に土壌深部の温度を上昇させる散水蒸気消毒法の防除効果について検討

し､トルコギキョウ茎腐病菌としての尺押即∂Ce上面こ対して臭化メチルと同等の防除効

果を示すことを明らかにした｡

上述のように本論文は､今までムギ類赤かび病菌以外はほとんど研究されていなか

った赤色系凡∫併f〟所属菌に関し､実験法を改良するとともに､種々の病害について発

生生態や防除法等を明らかにしたものであり､学術的に意義のある研究である｡

以上について､審査員全員一敦で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の学位論

文として十分価値があるものと認めた｡
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